
こどもまんなか松山大賞

ポイント

①グループホームの敷地内で開所しているため、お年寄り

 との交流があり、地域の見守り体制も整っていることから、

こどもたちや保護者が安心できる居場所になっている。

②運動会・夏まつり・ハロウィン・バザー・クリスマス会など、

年間を通じて様々なイベントも開催している。

NPO法人と協力して、地域の小学生が安心して

過ごせる放課後の居場所を、グループホームの敷地内で、

毎週木曜日に無料で開所。

くりた子どもひみつきちbyまちのがっこう

松山市 こどもえがお課（ 089-948-6039）
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くめっこ広場 企業型こども食堂

こどもまん中ワークショップ 学び直しができる夜間教室

放課後に地域のこどもたちが自由に集まり、学びや遊びを

通じて交流を深める居場所を、地域住民や専門家などの

協力も得て、毎週、月・水・金曜日に無料で開放。

年に2回、店舗をこども食堂の場所として開放し、

キッズエンジニア体験など、自社で取り扱う車を活用した

交流イベントを同時に開催。

こども自らが“こども先生”となり、自分の「好き」や「得意」を

自由に表現しながら企画・運営するワークショップを月1回

開催。収益の一部は「謝金」として“こども先生”に還元。

若者が「いつでも、今から一歩」を踏み出せるよう、

15歳以上の学び直しをしたい若者を対象とした

夜間教室を、毎週火・木曜日に受講料無料で開設。

ポイント

①こどもたちが地域の大人たちと触れ合うことで、

自主性や社会性を育むことができる居場所になっており、

地域全体でこどもを育てる「共育」の場にもなっている。

②こどもたちが運営するイベント・1泊2日の防災キャンプなど、

年間を通じて様々なイベントも開催している。

ポイント

①こども食堂のお弁当を、イベントに参加したこどもには

無料で、大人には300円で提供し、その収益は

 こども食堂の運営費に使用。

②参加の親子に対して、「こども食堂を知る」「車を知る」

２つのきっかけ作りになっている。

ポイント

①こどもたちの挑戦への意欲が生まれる場になっており、

お金の仕組みを学べる機会にもなっている。

②大人はサポート役に徹し、こどもの発想を尊重することで、

こどもへの関わり方を見直すきっかけになっている。

③工作・レストラン・音楽・キックベースなど内容は様々。

ポイント

①不登校など様々な理由で十分に学べなかった若者が、

「勉強したい」と思えた時に、しっかりと受け止められる

居場所になっている。

②学習面・資格取得サポート・カウンセラーとの相談など、

個々のニーズに沿った学び直しをサポートしている。

投票フォーム

【投票できる人】

▷ 松山市に住んでいる人

▷ 松山市に通勤・通学している人

【投票回数】

▷ １人１回まで

【投票期限】

▷ 令和７年10月17日（金）

こどもや若者・子育て家庭を支援する活動を

市内の企業・団体から募集し、５つの活動が書類審査を通過しました！

皆さんの投票が大賞・優秀賞につながります！

『いいな♪』と思う活動に

投票フォームからポチっとしてください！
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